






















Development and Practice of Art Teacher Education Programs
- Focusing on a Report of the Art Session -
宮崎 光二（＊１） 湊 七雄（＊２）















































































































































































































































































































































































































































































日 時 ２０１０年４月２８日 １８：００－２２：００




余韻 角 波動 音 沈黙 揺らぎ 嘘 鼓動 湿り気 ドット 痕跡 乾き 割れる 度ガル






日 時 ２０１０年５月１４日 １８：３０－２２：００
場 所 福井大学教育地域科学部３号館２階 西２１演習室
前回、決定したテーマ「余韻」に沿ってセッションを進めていく。
宮崎・湊：美術科教師教育プログラムの開発と実践 －アートセッションの実践報告を中心に－ ２８５
宮崎：一周りやってみて、こんな要領で進めていきたいと思います。割と面白いアイデアが出て
きたので、今回も期待して！
（１）松本さんのプレゼンテーション
松本：頭が固いのですが、、、。イメー
ジとしては目に見えないもの、
消えていくもの、もやもやした
感じのもといった感じ。ガラス
で卵を作っているので、その流
れで、今回は泡の量で卵のボリ
ュームを示し、「余韻」を表現
してみる。＜fig.1＞
次は氷で作るタイプ。資料の様にガラスで作ってみる。写真も考えたが、やはり立体で勝負した
い。この二つは説明的すぎるという気がしている。波というイメージがあった。素材はガラスだ
が、波打ったガラス板をあわせて立体作品とする。
アメーバーのイメージ。とりとめのな
いような形が浮かんできた。針金で立
体を作ってみる。サランラップのよう
な素材を貼っていく。＜fig.2＞
人物にこだわったもの：余韻というの
は「内にあるもの」「人に見えないも
の」「自分の内側にあるもの」といっ
たイメージがある。これもガラス素材
だが、ガラスの中にリボンや紐、毛糸
などを混入したい。
宮崎：ガラスの泡の量って調節できるの？いわゆるパートドヴェール？大きさは？
松本：普通の卵の大きさ。
宮崎：「余韻」ってテーマは誰が出したんだろう？湊先生？
宮崎：うん。わかりやすい説明だった。ものにくっ付いているのではなくて、残り香「追い風よ
うい」。物がなくなった瞬間にのこるもの。時間的経緯の周囲だったりする。この２番の
案は可能性があるかもしれない。みなさんどう思う？
反保：大きさは？２ｍぐらい？
＜fig.1＞
＜fig.2＞
福井大学教育地域科学部紀要（芸術・体育学 美術編），１，２０１０２８６
嶽野：そんなに大きくなくても良いのでは？身長の間で自然に見えてくる。サランラップ使う
の？
間所：せいぜい２ｍまで。小さいサイズが集まって大きくなっているのはありなの？アイデアス
ケッチから大きい印象は受けなかった。
牧野：大きいガラス？芝生にゆったりおいて。色がついていると見る方向で色が違って見えたり
して「余韻」につながっている？
伊藤：このアイデアスケッチを見て前回テーマの「膜」に似ていると思った。見えたり見えなか
ったりする微妙なところがあるが、余韻は実体があって曖昧な形で残っている。色の話に
なると色が不透明だと、前段階の実体が残って向こうのものの形が見えていた方がテーマ
に近いかも。光は積極的に使ったら良い。自分でも光を使いたいなと思う。風を当ててみ
ると光が揺らぐ。余韻に方向性を与える事ができる。ガラスの積層の波は横から見ると、
形や色に変化があって面白い。
山田：私も「余韻」を考えると必ず実在があるから、実在を残さないとだめなのかな？と思った。
なので「余韻」の元、つまり原型を示したい。
宮崎：モノ自体が余韻を直接的に表現するものではない。心理的、精神的に残るもの、同時に作
品のどこかを引っ張りだすものが余韻だから、テーマとしてはむちゃくちゃ難しい。
アメーバーは大きなイメージをもった。部分的に、たとえば真ん中に加熱して押してやると膜に
歪みを作る事が出来る。風景がそこだけ動いているようになる。何かを引っ張りだすような「き
っかけ」につながれば。３番目の案は、全身の方がいいよね。畝っているようなイメージで出来
ればインパクトのある作品になる。＜fig.3＞
湊 ：美術作品には「枠」がある、画面だったり展示空間だったり。その作品（モノ）のみで成
立している場合もあれば、その「枠」を超えている作品もある。波の作品が具現化されれ
ば、空間を超えてつながる作品
になりうる。モノがどんなもの
を呼び寄せてくるかを意識して
作る。その呼び寄せるものが自
分との関係の中にあったり、そ
ういう意味では、増殖していく
イメージがある。これは透明で
ある必要はないと思う。もう一
つ別のイメージを作品に含ませ
ている必要があったり。裏だっ
たり、外だったりに。アメーバ
ーについては、イメージを自分
＜fig.3＞
宮崎・湊：美術科教師教育プログラムの開発と実践 －アートセッションの実践報告を中心に－ ２８７
の中で動かした方が良い？実材でも良いし、木でもいいし。作品の見方が変わってくる。
５つの案の中ではアメーバーを詰めていくといろんな事が見えてくるかもしれない。はじ
めは強化ガラスでやってみる？むちゃくちゃ高いけど。
宮崎：あんまり小さいのはマケットにならない。
湊 ：アクリルは？ガラスと変わらないけど。
宮崎：この辺で膨らましていくと、大事なところ、今やっている仕事にも良い意味で反映されて
くると思う。
（２）山田さんのプレゼンテーション
宮崎：こういうの好きなんだ。＜fig.4＞
山田：だんだん固まってくるんですよ！
イメージが、、、（苦笑）
意味を調べたら「俳句」でヒットした。
「蛙飛び込む水の音」何らかの想像の余
地を与えている。それぞれの人が持って
いるイメージがつながってくる。少し実
在を残しつつも、実在の方が２次的にな
る。上よりも下を強くイメージさせるよ
うなものである必要があると考えた。この前の「膜」のイメージではないが、ある程度の基準、
ラインが必要だと考えた。
素材はガラスも考えたけど、加工できないし、素材についてはアイデアが固まっていないがハイ
ブリッドにしてみたい。このラインが目線になるようにしたい。
案２は、つながり合うものの中で見え隠れするもの。＜fig.5＞
案３は、「雪玉」砂浜に打ち上げた波が引いていくときに引っ張られる小石のイメージ。設置面
がえぐれている。単純に陶板をえぐった感じ。＜fig.6＞
宮崎：海岸線に何百個っておいてあるか、大きいのがドンって置いてある感じ？
＜fig.4＞
＜fig.5＞
福井大学教育地域科学部紀要（芸術・体育学 美術編），１，２０１０２８８
牧野：直島（地中美術館）にあるウォ
ルター・デ・マリア（Walter De
Maria）の巨大な球の作品、直
径２メートルぐらいある、黒い
石の作品で、こんな感じ。
宮崎：本当の雪玉より、海岸線の方が
可能性あるの。
牧野：大理石で直径３０センチぐらいの
真球の立体を作って、海岸に持
っていって、写真を撮る。現物
を売ったら？
湊 ：１案は？
山田：学校にある地層図みたいなもの。
反保：プールにこの作品が浮いていて、水の中から見る。
宮崎：音はつかわないの？
山田：音は難しい。
宮崎：僕がイメージしたのは、水滴が落ちてくる音。
山田：洞窟の石柱みたいな感じ。
湊 ：目線の高さにベース（ライン）をおいては？このアイデア画そのものが美しいので、リト
グラフにしてみては？
牧野：でかい卵を地中に埋めたら？
嶽野：藁でつくったら？田んぼ掘って。
山田：削られたものと球体が同じ素材にしたい。「つくりもの」で終わってしまわないようにし
たい。
宮崎：このえぐれたところは必要？
間所：全然違う素材の球なのかわからなかった。大きい球だったら、砂で良いのでは？重さが感
じられる方が良いかな？と思ったり、、、。関根伸夫の作品「位相－大地」：とんでもない
スケールですごい。あれは思いつきで作ったらしいけど、写真でみると、そんな風に見え
ない。裏話はさておき、そんな風に見えてしまえば良い。
宮崎：スタートは「余韻」だけど、制作の段階で別の方向に進んでいっても良い。「余韻」に整
合性を持たせて作っていなかければならない訳ではない。想像力を開いていくためのきっ
かけ。波打ち際はあり得ると思う。
嶽野：最近見ないけど、風の強い日に雪の球が出来る現象がある。気温の下がった２月ぐらいに、
自然に雪の球ができる。大きいのや小さいのが出来て、朝見るときれい。山に行くと今で
＜fig.6＞
宮崎・湊：美術科教師教育プログラムの開発と実践 －アートセッションの実践報告を中心に－ ２８９
もよくある。スキー場とか。斜面にコロコロって。すごくキラキラしたきれいな朝。
年に一回見られるかどうか？
（３）反保さんのプレゼンテーション：
反保：まず４番。＜fig.7＞余韻でパパット浮かんだ
もの。４番は、基準になっているもの＝元が
あって響いていくようなイメージを形にした。
細くて固い金属をイメージしている。なんと
いうか、終わりがわからなくてずっと続いて
いくんじゃないかな？と思わせるようなもの。
３番 波の形を思いついた。沈んでは浮かぶ
形をパターン化する。その連続した形が立体
になるとこんな（ＡⅠ）感じ。＜fig.8＞
１番 昼から夜への切り替わり。一日の中で
その時間が一番好き。逢魔が時（昼の余韻）
＜fig.9＞
２番 明け方（夜の余韻）だいたい５時に起
きる。冬の朝が好き。＜fig.10＞
４番 髪の毛が伸びていくイメージ。
＜fig.7＞ ＜fig.8＞
＜fig.9＞
福井大学教育地域科学部紀要（芸術・体育学 美術編），１，２０１０２９０
湊 ：「菌」のイメージもある。ギ
ャラリーの壁に描いても良い。
牧野：日本の女性で葉っぱの葉脈を
ハンダ付けで作っている人が
いる。でかい金属の葉っぱを
壁にかけている人を思い出し
た。真鍮か銅だったような気
がする。
宮崎：ロウ付けなんて無理だよ！
次＜３番＞は？左右にずっと
広がっていくの？
間所：立体になっている方が良い。
描き込んであるからかもしれ
ないけど。絵の方が良いかも。
宮崎：うん、これを立体にするのは相当しんどいかな？ブロックみたいな表現だったら出来るか
も。作りました、床におきました、、、じゃ難しい。
さあ、みんな「逢魔が時」を聞きたいかな？
反保：写真を撮ってみたけど、思うような映像を作るのは難しいと思う。タレルの部屋でとって
みたい。逢魔が時って悪い事がある。神隠しみたいな。
間所：トワイライトゾーンも怖い話。「ミステリーゾーン」ともいうし。これって万国共通？
湊 ：昔、富山県で開催されたアートフェスティバル「野積記」で、作られた部屋の天井一面に
トレーシングペーパーが貼ってあった。
伊藤：その天井に雲の映像など具体的なモチーフが入った映像を流してみる。
宮崎：とにかく作ってみてよ。
むすびにかえて アートセッションの今後の展望
免許更新講習を経て今年から動き出した本格的なアートセッションは、すでに８回の集まりを
経過して、ほぼ計画通りに進んでいる状況である。そして来年の２月には、このセッションから
生まれてきたメンバーの作品を集めて、筆者たちが運営しているＥ＆Ｃギャラリーに３おける展
―――――――――――――――
３２００９年４月、福井市駅前にオープンした現代美術を中心としたファインアートのギャラリーで、福井大
学教員がメインとなった NPO法人が運営している。ギャラリーの企画運営には福井大学の学生も参画
している。
URL<http://eandcgallery.com> 福井県福井市中央１‐２０‐２５三井ビル３Ｆ
＜fig.10＞
宮崎・湊：美術科教師教育プログラムの開発と実践 －アートセッションの実践報告を中心に－ ２９１
覧会が計画されており、このセッションが持っている一つのサイクルがそこで完結することにな
る。最初はやはり、ためらいや戸惑いが見られたこともあったが、参加者全員の努力と強い意欲
により、回を重ねるごとに内容も充実してきたと感じている。そして、一つの展覧会として、こ
れが目に見えるものになった時にどのような感覚なり、感情が、新たに動きだすのかということ
を、とても期待しているし、またそれを願ってもいる。
しかし、アートセッションが抱えている大きな課題は、実はここから始まっていくのだと考え
ねばならない。どのようなプログラムもそれがある程度の時間継続されていかなければ、実際は、
意味のある効果を育てあげることは出来ないということは明らかで、それはこのアートセッショ
ンにおいても同様である。次期のセッションを、どのような内容で進めていくのか、今期と同じ
手法でもう１年間積み重ねていくことにも意味があると思われるし、また違ったアプローチをと
りこんで、新しい展開を志向するのか、様々な考えがあるが、そろそろメンバーのなかで確定し
ていかなければならない。
ここで留意すべきは、先述のとおり、継続性をどのように保証していくかということにある。
少なくとも３年というまとまった時間のなかで、徐々にそして確実に熟成させていくことを、こ
のセッションでは目指したいが、それは、特に２年目の展開とその内容にかかっているといえる。
初動の激しさは割合と成立するものであるが、それを維持し、効果的に展開するには、より大き
なエネルギーを必要とするものである。
加えて、このアートセッションが、いずれはこの場所から外に向けて広がっていくということ
である。セッションの内容や、それが持つ重要な意義が将来広く認知されていけば、当然のこと
であるが、ただこの場所のみですむものではないことは明らかで、実は、このことにも今から、
注意をしておかねばならないと考えている。特にこのセッションの充実した展開は、主導的にセ
ッションを進行していく者の力量に直接つながっているということがあり、この場所を担う人材
の育成もまた、大きな課題として認識しておかねばならない。それが、将来の展開の大事な基礎
となるだろう。
セッションは、ただ参加者が、個々の意見や、アイデアを重ね合わせるということのみでは成
り立たない。勿論始まりはそこにあるが、その重ねあわされた、また、交差していくその状況の
なかからより新鮮で密度のある表現につながる可能性を見出していくことは、当然メンバー全員
に求められることであり、やはり主導的にセッションを牽引していく者の重要な役割だと考えて
おかねばならない。話は少々ずれるが、ここで考えられていることは、日本では、全くといって
見ることの出来ないアートプロデュースへのアプローチという側面も持っているということを、
確認したい。アートをマネージメントすることは、日本の多くの大学においても、そのための講
座が開設されていて、それはいささか流行りのようであるのだが、しかし、そこには、個々の作
家の力を高めたり、まして基礎教育の現場を担う教師への適切な援助という思考は、ほぼ皆無に
近いというのが実相であって、ここの欠落を埋めていくことは急務である。例えば、音楽の世界
福井大学教育地域科学部紀要（芸術・体育学 美術編），１，２０１０２９２
や、またスポーツの世界ではとても日常的なこととして成立しているプロデュースという役割が、
質の高い音楽的表現や、スポーツにおける絶対的な能力を引き出すために大きな役割を担ってい
る。しかし、こと美術の世界では、何故だかは筆者たちには明らかではないが、しかし、ほとん
ど見ることが出来ないという状況がある。その在り様は、また違った形をとるのだろうが、しか
し、いわば優れたコーチングといったことが、あまりにもなおざりにされている現在の日本の美
術の世界に、このセッションが、微々たるものかはしれないが意味のある貢献を与えることがあ
ればと願ってもいるし、またそうあらねばならないとも考えている。
このような事が実現せぬあいだは、表現というものは、ただ恣意的で独りよがりなものに止ま
ってしまうということにつながり、単なる幼稚な作品のみが、なんの意味も、またなんの美しさ
も持たずに作られていくことを意味しており、そこでは修練というものが容易にないがしろにさ
れ、創造の喜びは安っぽいものとならざるを得ない。
このことは、その形はいくらか違うだろうが、このセッションに参加している美術教師の皆さ
んにとっても、当然日常的に課されていることでもあり、そして、これは、「見る」ことを学ぶ
という姿勢から自然に帰結していくものでもある。
さて、セッションが持っている可能性は、およそその射程として、このような地点までを志向
していかねばならないと考えている。容易なことではないが、とにかく一つ一のイベントを粘る
強く積み重ねていくことがとても重要となる。しかし、これが、まさに今この日本という時代の
なかで、筆者たちを含めて美術に携わる全ての人に課されていることでもあるのだ。
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